
平成３０年度岡山市学力アセスの岡山市の結果について 

１ 調査の目的 

○ 児童生徒一人一人が自己の学習状況を把握し，今後の課題を明確にする。 

○ 調査結果を活用し，各校において教科研究の推進及び授業改善を図る。 

○ 児童生徒の学力状況を把握し，教育施策に反映する。 

○ 問題作成及び結果分析を教員が行うことによって，人材育成及び資質向上を図る。 

２ 調査の実施期間  平成３０年４月１７日（火）～１９日（木） 

３ 調査の対象    岡山市立小学校第４・５学年児童  岡山市立中学校第１・２学年生徒 

４ 調査の内容  

（１）調査対象教科  小学校・・・国語・社会・算数・理科 

  中学校・・・国語・社会・数学・理科・英語 

（２）出題内容等 

ア 学習指導要領に示された目標及び内容に基づき， 出題範囲は， 実施学年の前学年までの学習内容 

イ 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等にかかわる内容を出題 

５ 実施状況 

校種区分 対象校数 対象学年 受検者数 

岡山市立小学校 89校  
第４学年 6,109名  

第５学年 6,203名  

岡山市立中学校 38校  
第１学年 5,498名  

第２学年 5,528名  

総 計 127校   23,338名  

６ 岡山市の学力の状況 

（１）平均正答率                       数値は％ （  ）内は前年度 

（２）無解答率 

 学年 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

平均正答

率 

小４年 68.3(67.4) 67.3(61.9) 62.7(67.7) 72.4(71.1)

小５年 71.7(69.2) 71.3(73.8) 63.3(63.6) 70.2(65.2)

中１年 67.1(71.7) 69.9(59.8) 58.3(61.1) 63.3(70.1) 79.2(88.8)

中２年 72.4(75.6) 60.1(59.4) 53.6(58.8) 58.0(58.2) 58.1(66.2)

 学年 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

無解答率 

小４年 7.5(6.7) 7.4(9.8) 6.5(5.8) 3.0(3.2)

小５年 5.0(4.5) 5.2(4.1) 6.2(6.0) 3.4(3.8)

中１年 4.5(5.8) 2.5(3.9) 8.2(5.8) 3.4(2.7) 1.0(0.5)

中２年 5.8(4.8) 7.8(6.4) 9.5(6.7) 5.2(5.0) 8.1(6.4)

平成３０年度岡山市学力アセス 

調査の概要 岡山市教育委員会

ラジオ・テレビ：７月１１日（水）１１：００解禁 

新聞     ：７月１１日（水）夕刊解禁 
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（３）正答の状況（正答率度数分布）
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平成３０年度「岡山市学力アセス」調査結果（速報版） 

岡山市の子どもたちの課題 

◆国語の結果からわかること 

◇ 課題 主語と述語の関係についての理解 

〈小４の問題〉             〈中１の問題〉 

平均正答率 ６１．５％               平均正答率 ４７．３％  
＜目標値７０％＞                            ＜目標値７０％＞

◆国語の指導の改善に向けて 

◇ 主語に関する問題に関しては，改善傾向が見られるが，依然課題が残る状況である。
解答類型を見ると，文の初めの文節や，述語の上の文節を主語として捉えている児童生
徒が多いことが分かる。主語と述語との関係や，主語，述語のはたらきについて意識で
きるよう指導したい。また，自分が書いた文について，伝えたいことが明確に伝わるよ
う，主語と述語が正しく対応しているか，見直す機会をつくることが大切である。 
 中学校においては，文中の語句の順序や関係に関心がもてるよう，様々な文型を取り 
上げ，語句の順序や関係によって表現がどのように変わってくるかについても考えさせ 
たい。 

◇ 言葉の特徴やきまり，文字に関する事項などについては，学習内容として扱う学年の 
 指導に留まらず，その後の学習や他教科，学校生活の中でも，機会を捉えて継続的に指 
 導を行いたい。 

〈
調
査
問
題
よ
り
一
部
抜
粋
〉

〈
調
査
問
題
よ
り
一
部
抜
粋
〉

-3-



◆社会の結果からわかること 

◇ 課題 岡山市周辺の市名についての理

解 

◇ 課題 岡山市の気候についての資料か

らの読み取り 

〈小５の問題〉 

平成２９年度 

平均正答率 ５５．７％（備前市に関する問題） 

↓ 

平成３０年度 

平均正答率 ７２．９％（津山市に関する問題） 

       【昨年度比 ＋１７．２％】

＜目標値７０％＞

〈中１の問題〉 

平成２９年度 

平均正答率 ４８．３％ 

↓ 

平成３０年度 

平均正答率 ５３．４％ 

          【昨年度比 ＋５．１％】 

＜目標値７０％＞ 

◆社会の指導の改善に向けて 

◇ 自分たちの住んでいる市（区，町，村）及び我が国における自分たちの県（都，道，
府）の地理的位置を解答する類似問題では，１７．２ポイントも上昇している設問もあ
り，部分的ではあるが改善傾向にあると考えられる。市や県などの地理的位置を理解す
る学習では，観察，調査したり白地図にまとめたり，地図帳を活用したりして，自分が
住んでいる市やその周辺，自分が住む県や４７都道府県の位置を関連させて理解を深め
るようにしていきたい。また，学習内容を定期的に復習する機会を設け，知識の定着を
図っていきたい。 

◇ 社会では，我が国の地形や気候の概要を含む国土の自然の様子について，国土の環境
が人々の生活や産業と密接な関連があることを踏まえて学習する。平成２９年度と平成
３０年度の類似問題を比較すると，小幅ではあるが，５．３ポイント上昇している。今
後も，このような学習を行う際には，単一の資料だけでなく，複数の資料を活用して考
えることができるようすることで，社会的事象の特色や相互の関連などについて考える
力を身に付けさせたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉
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◆算数・数学の結果からわかること 

◇ 課題 式の意味の理解 ◇ 課題 知識の活用 

〈小４の問題〉 
平均正答率 ５１．５％＜目標値７０％＞ 

〈小５の問題〉
平均正答率 ２１．２％＜目標値５０％＞

〈中１の問題〉 
  平均正答率 ９０．２％ ＜目標値９０％＞ 

平均正答率 ３４．５％＜目標値５０％＞ 

◆算数・数学の指導の改善に向けて 

◇ 小４の問題については平成２９年度の類似問題より正答率は３．６ポイントの上昇，
小５の問題については平成２９年度の同問題よりも正答率が１．４ポイント上昇してい
るが，依然正答率が低い。特に小５の問題については，「４」と解答した児童の割合が５
７％となっている。 
式の意味を具体物や図を使って，相手に伝わるように説明することで，理解を深める

ことができる。そういった取組を繰り返すことが大切である。 

◇ 中１の直方体の体積を求める問題については９割を超える生徒が解くことができてい
る。しかしながら，それを活用して解く問題については平均正答率が３４．５％となっ
ている。 

  単元の最後に，学習したことを活用して解く問題を設定し，生徒が学び合いながら解
決していくような授業を実施することも考えられる。 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉
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◆理科の結果からわかること 

◇ 課題 虫眼鏡の正しい使い方 ◇ 課題 凸レンズの性質を日常生活と関

連付けて考えること 

〈小４の問題〉平均正答率５６．９％ 
〈小５の問題〉平均正答率４５．９％ 

＜目標値７０％＞

〈中２の問題〉平均正答率５３．４％ 
＜目標値７０％＞

◆理科の指導の改善に向けて 

◇ 小学校では，虫眼鏡の安全な使い方や，温度計，台ばかりの目盛を正しく読み取る問
 題に課題が見られた。観察実験において，器具の操作方法等の確認を丁寧に正確に積み
重ねる必要がある。 

◇ 中学校２年生では，光の性質についての問題に課題が見られた。特に，凸レンズの性
質を日常生活と関連付けて考える問題は，正答率が低かった。他にも身近な題材や事象
について，学んだことや生活体験を活用して説明したり，考察したりする力が十分でな
い。 
小学校の段階から，授業の中で，身近な題材や事象を取り上げ，児童生徒に興味関心

をもたせたり，自分の考えをもたせたりする工夫を図っていきたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉
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◆英語の結果からわかること 

◇ 課題 単語の意味理解 ◇ 課題 対話文の流れとグラフから，適切

な場所の組み合わせを判断すること 

〈中１の問題〉 
平均正答率 ６５．９％ 

※誕生日の月と日を問う問題 

〈中２の問題〉 
平均正答率 （１）４３．８％ ＜目標値７０％＞

      （２）３２．５％ ＜目標値４０％＞

◆英語の指導の改善に向けて 

◇ 中 1 の問題では，昨年度と同様の「月」に関する設問において，今年度も依然正答率
が低くなっている。繰り返し触れる機会を設け，定着を図っていきたい。 
中２の設問は，英語での対話文を聞き取り，絵をもとに対話を完成させる問題である。

また，解答は記述で行うため，聞く力と書く力のどちらも求められるようになっている。
誤答率及び無解答率も高いことから，どちらにも課題が見られる。英語でのやり取りに
よるコミュニケーション活動を充実させ，即興的な対話をする力を付けていきたい。 

◇ 全般的に英語を書く問いについて，無解答率が高くなっている。既習の語句や基本的
な表現などの学習を繰り返し指導し，定着を図っていきたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉
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◆質問紙の結果からわかること 

 授業に関すること 

 家庭学習に関すること 
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基本的生活習慣に関すること 

◇ 質問番号（５）「授業で，自分の考えを発表する機会が与えられていたと思うか」，
質問番号（６）「授業の中で，目標（めあて・ねらい）が示されていたと思うか」につ
いて，小学校第４学年と中学校第２学年を比較すると肯定回答がそれぞれ，５．７ポ
イント，２．４ポイント増加し，授業改善が図られていることが分かる。 

◇ 質問番号（１）「家で，自分で計画を立てて勉強している」という項目について，小
学校第４・５学年及び中学校第１学年の児童生徒の肯定的な回答率は高いが，中学校
第２学年生徒の肯定的な回答率は低い状況にある。 

◇ 質問番号（１５）「平日、１日当たり、どのくらい勉強していたか」について，１日
１時間以上勉強する児童生徒が，中学校第１学年が６５．１％であるのに対して，中
学校第２学年では，６０．４％と４．７ポイント低下している。 

◇ 質問番号（１８）「平日、１日当たり、どのくらい携帯電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝを使用してい
たか」について，学年が上がるにつれて，使用時間が増加する傾向にある。中学校第
２学年では，１日１時間以上携帯電話やスマートフォンを使用する生徒の割合は４４．
１％である。 

◆ 学習状況の改善に向けて 
  質問紙調査の結果から，中学校においては，家庭学習に関して課題が見られる。学
校全体で組織的に取り組むだけなく，小中の連携や保護者の協力が必要である。例え
ば，担任や保護者が宿題の内容や提出状況を把握できる取組，オフメディアを中学校
区で揃え同一期間で実施するなどの取組が考えられる。 
また，「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通して，学習への意欲

や，有用性を高めることで，自発的な家庭学習が行えるようにしていく必要がある。ま
た，授業が家庭学習とつながること，帰りの会でその日の家庭学習の計画を立てる場を
設ける等，生徒が主体的に取り組むことができように工夫することが必要である。 
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